
今回は、『空飛ぶタイヤーテレビドラマ』を鑑賞して、そこから学べる内容について考え
てみたいと思います。
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ここに、掲載しているのは、企業が過去、リスク隠蔽をして、後に発覚して大きな社会
問題となった事例をあげています。

ここに、示しているように、建築に関係するものも沢山あります。

特に、赤で示している構造計算書偽装問題は、社会に非常に大きな衝撃を与え、一級
建築士に対する信頼を失墜させる事件でした。
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その中で、今回とりあげるのは、池井戸潤の小説『空飛ぶタイヤ』をもとにしたテレビド
ラマです。

技術者倫理の問題は、口で言っても、なかなか伝わらないので、こういうテレビドラマを
通して、倫理の問題が、現実には、いかに難しい問題であるかを学んでもらいたいと思
います。

池井戸潤の小説は、次々にテレビドラマ化されているので、これをきっかけに、他のド
ラマもぜひ見てください。
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私自身が、このドラマから学んだことを挙げてみたいと思います。

主人公の赤松社長の言葉で印象的だったのが、「お金より大事なものは沢山ある」と
いう言葉ですね。

このドラマ（小説）の底流には、お金より大事なものとして、ここに挙げているような項目
が語られているように思います。

一方で、隠蔽側の言い訳としては、組織を守らなければならないというものがあります
ね。

要するに、多数の幸福を守るためには、少数、あるいは個人の犠牲はやむをえないと
いう考え方ですね。

さて、皆さんは、このような組織側の言い訳に抵抗できますか？ だいたい、国同士の
戦争なんかも、こういう論理から引き起こされますね。

このような論理は、一見、正しいように見えますが、どこにその問題点が潜んでいるの
でしょうか？ 考えてみてください。
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そして、このドラマで印象的なのが、内部告発の難しさですね。

現実問題、今の日本社会では、内部告発者のほとんどが、結果的に会社から追い出
されているのです。ですから、内部告発を行うためには、まずは仲間を作って抵抗する
ということが大事ですね。そして、権力者に対して、媚びない人格の人間を味方につけ
ることが肝要です。そして、下手をすれば、職を失いかねないわけですから、家族の理
解も必要ですね。その辺が、このドラマでは上手に描かれていると思います。

そして、倫理の問題は、ほとんどが権力との戦いになるということですね。一寸の虫に
も五分の魂という言葉がありますが、立場の弱い人間は、権力によって簡単に踏みつ
ぶされますから、よほどの信念がないと、倫理を貫くことは難しいと思います。

権力を持つということは、自動車でカエルを踏みつぶすようなもので、弱い、小さいもの
を踏みつぶしても痛みを感じないのですね。文学というのは、常にそういう社会の不条
理を暴くことで、人間の生きる意味を問いかけているわけです。ですから、倫理観を身
につけるために、若い時に文学に触れることは大事なことですね。
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倫理を貫くということは、現実には、本当に難しいことなのです。

現実は、ドラマのようには行かないのがほとんどです。ですから、私たちは、こんなドラ
マを見て、鬱憤を晴らしているわけですね。池井戸潤の『半沢直樹』なんかは、その典
型かも知れません。倍返しで権力者を叩き潰したい欲求は人間誰しも持っていますか
らね。

しかし、実は権力者の方も、幸せとは言えないわけです。典型例は、北朝鮮の最高権
力者ですね。権力を持ちながら、恐れと不安にさいなまれていると思います。なぜなら、
人から愛されているという実感がないからですね。

このドラマの狩野常務も、拘置所に入れられた後の方が、すっきりした顔をしています
ね。権力の座を保つということは、非常の苦しいことだし、そこに本当の幸せがあるか
と言えば、そんなことはないわけですね。

権力の笠が無くなった時に、はじめて人間らしい人間になれるということがあります。で
すから、倫理を守り抜ける人というのは、お金や権力だけに価値を置いていない人で
すね。たとえお金がなくても、皆から愛され、信頼され、尊敬されるということがあれば、
幸せだということがあるのです。特に、今の日本人は、そういう幸せを忘れていますね。
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ですから、倫理を貫くためには、本物の人間になることが必要なのです。

人から愛される人は、どういう人か？ それは、人の苦しみがわかる人ですね。そして、
人の苦しみがわかるには、やはり若い時の苦悩が欠かせないわけです。

苦悩というのは、迷うということですね。それは、実は、人間に与えられた宝物なのかも
知れません。
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仏教から言えば、苦しみは、煩悩から起きてくるものですが、では、煩悩が無くなれば
良いのかと言えば、煩悩が無くなれば、ロボットと変わりませんよね。

今回のドラマでも、狩野常務という悪役がいるから面白いのであって、皆が正義の味
方だとドラマは成り立ちません。人生も同じです。苦しいことがあるから幸せを感じるわ
けです。煩悩があるから、悲しみもあれば、喜びもあるのです。ですから、君たちも、狩
野常務の立場に置かれることだってあるわけです。いつも、正義の側にいるとは限らな
いわけです。

ですから、仏教は、倫理とは違うのです。たとえ、悪人の役がまわってきても、そこでど
のような生き方をするかが問われるのです。狩野常務の立場であれば、責任を取ると
いうことですね。

そういう与えられた縁を精一杯生きることが、仏教の意味ですね。

私は、人間を突き動かすものは、願いだと思うのです。今回のドラマも、母親を失った
子供の純粋な願いが、周囲の大人を突き動かしていくわけですね。仏教は、そういう人
間を突き動かす願いに出会うことなのですね。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

以上で、第11回目の授業を終了します。
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